
ITECセミナー 開催のお知らせ 

プログラム  

１３：００ ～ １4：0０ 講演 

１４：００ ～ １4：3０ 質疑応答 

主催：同志社大学 技術・企業・国際競争力研究センター（ITEC）       

日 時 ２０１６年２月１３日（土）１３：００ ～ １４：３０ 

場 所 
同志社大学 今出川校地 

      寒梅館２階 KMB２12 

講 師 田中 秀樹 氏  

 青森公立大学 経営経済学部 講師 

 同志社大学 ITEC 共同研究員 

 

研究開発者・技術者の働きがい  

－職場要因が働きがいに及ぼす影響に着目して－ 

＊来 聴 歓 迎＊   

＊参加費無料＊ 

田中 秀樹（たなか ひでき）氏のプロフィール： 

 2006年同志社大学総合政策科学研究科修士課程修了、2011年に同志社大学にて博士号取得（博

士・政策科学）。京都精華大学、同志社大学を経て、現職に至る。専門は人的資源管理論、労働社会

学。とりわけ、研究開発者・技術者の人的資源管理に関する研究に力を注ぐ。主要論文は「技術者の

仕事管理と人的資源管理」（『日本労働研究雑誌』No.663、2013年）、「ニュージーランドにおけ

るエンジニアと労働市場」（『大原社会問題研究所雑誌』No.643、2012年）など。 

 これまでに「中小企業の雇用管理に関する調査研究プロジェクト」、「多様な正社員の活用戦略に

関する研究プロジェクト」（ともに独立行政法人労働政策研究・研修機構）や「働きやすい・働きが

いのある職場づくり応援プロジェクト」（厚生労働省職業安定局雇用開発課）等で外部研究委員を歴

任、商工団体での講演も行う。 
 

講演の概要： 

 近年、様々な企業や職場において「働きがい」や「仕事の意味」などが注目を浴びている。企業に

とっても個人にとっても「働きがい」を感じながら仕事に取り組んでもらう（取り組む）ことは重要

であり、企業の成長のためにもそれらは必要不可欠であると考えられるからであろう。本報告では、

今後の日本企業成長のカギを握るといわれる研究開発者・技術者らを取り上げ、2015年に我々が収

集したデータをもとに、どのような職場要因や制度が研究開発者・技術者の働きがいを高めるのか、

彼・彼女らの働きがいが高まると彼らの職務行動にどのような影響を及ぼすのか、について分析した

結果から見えてきた発見を紹介する。 


